
検討資料１：カードの発行・交付方法の概念図（案）

（出生時フローについて）

○仮に仮に市町村を交付事務取扱者とし、公的個人認証サービスにオンライン認証の用途を持たせ

ることとして検討を行った。

○出生後初めてカードを交付する場合（出生時フロー）として、
「健康保険証として利用できるカードを発行する案（Ｐ．１・２）」と
「先にカードを発行して後から健康保険証として利用できるようにする案（Ｐ．３・４）」
について検討を行った。

○それぞれにつき、利用者の利便性向上の観点等から、医療保険の被扶養者届を市町村で受け
付ける案（Ｐ．２・Ｐ．４）について検討を行った。

○両案の共通事項として、２０歳到達時等の年金手帳としての機能の付加方法
（Ｐ．５・６）について検討を行った。

○仮に、カード発行時に併せて、交付対象者からの申請に基づき、オンライン認証の用途を持たせた
公的個人認証サービスの電子証明書の発行を受ける場合として資料を作成したが、カード交付後
に必要に応じ、電子証明書の発行を申請する場合や、そもそも電子証明書を用いない場合もある。

資料４



①：健康保険証として利用できるカードを発行する案
（出生時フロー）

P1 生まれた子供の医療保険被扶養者届を医療保険者に提出する場合

P2 生まれた子供の医療保険被扶養者届を市町村に提出する場合



交付対象者
（被保険者・被扶養者）

②生まれた子供の被扶養者届
（住民票と同じ４情報を記載する
ことを求める。）を提出

１

①：健康保険証として利用できるカードを発行する案 ＜医療保険者に被扶養者届を提出する場合＞

発行責任者
（厚生労働大臣）

医療保険者都道府県知事

交付事務取扱者
（市町村）

発行DB

⑪電子証明書を載せ
てカードを交付

④被扶養者の情報
（４情報＋医療保険の
被保険者番号）を送達

⑥厚労大臣を経由して、
発行ＤＢに４情報＋医療
保険の被保険者番号を
送達

⑩公的個人認証の
電子証明書（※）を発行

健康保険証の発行を委託

カードの交付
事務を委託

③被扶養者認定を
行い、付番。

⑦送達された
情報を収録

課題：どのような形で送達するか

⑤住基台帳上の４情報
と一致するか確認
（存在確認）

○４情報が一致しない場合は
医療保険者にエラーが返る

課題：郵送が
可能かどうか

⑫交付完了
の登録

⑧カード発行
○制度統一的な
番号又はカード
識別子を用いる
場合には発番

①出生届提出（市町村長宛）

①公的個人認証の電子証明書（※）
の発行申請提出（都道府県知事宛）

⑨公的個人認証の電子証明書
（※）発行の申請を送付

※オンライン認証用途を持たせたもの
○一度被保険者に証明書を交付
し、それを市町村に持参してもら
うという方法も考えられる。

：交付対象者による行動 課題：現行の被扶養者届の記載欄のうち、配偶者である被扶養者
以外の被扶養者欄には住所情報の記載がない



交付対象者
（被保険者・被扶養者）

⑩電子証明
書を載せて
カードを交付

２

①：健康保険証として利用できるカードを発行する案 ＜市町村に被扶養者届等を提出する場合＞

①扶養者の社会保障カード（または扶養者
の保険者番号が分かるもの）を添えて、
被扶養者届（４情報記載）を提出（医療保険者宛）

①公的個人認証の電子証明書（※）
の発行申請提出（都道府県知事宛）

発行責任者
（厚生労働大臣）

医療保険者都道府県知事

交付事務取扱者
（市町村）

発行DB

③被扶養者届を
医療保険者に送達

⑤厚労大臣を経由して、
発行ＤＢに４情報＋医療
保険の被保険者番号を
送達

⑨公的個人認証の
電子証明書（※）を発行

健康保険証の発行を委託

カードの交付
事務を委託

④被扶養者認定を
行い、付番。

⑥送達された
情報を収録

課題：どのような形で送達するか
課題：当該医療保険者に属して

いなかった場合どうするか。

②被扶養者届を受理、
住基台帳上の４情報と
一致するか確認
（存在確認）

⑪交付完了
の登録

①出生届提出（市町村長宛）

⑧公的個人認証の電子証明書
（※）発行の申請を送付

⑦カード発行
○制度統一的な番号又は
カード識別子を用いる
場合には発番

課題：被扶養者届を市町村で受け付けることが可能か。

課題：郵送が
可能かどうか

※オンライン認証用途を持たせたもの

：交付対象者による行動

①（青字）：前ページとの違い



②：先にカードを発行して、後から健康保険証とし
て利用できるようにする案（出生時フロー）

P３ 生まれた子供の医療保険被扶養者届を医療保険者に提出する場合

P４ 生まれた子供の医療保険被扶養者届を市町村に提出する場合



②先にカードを発行して後から健康保険証として利用できるようにする案
＜医療保険者に被扶養者届を提出する場合＞

交付対象者
（被保険者・被扶養者）

発行責任者
（厚生労働大臣）

都道府県知事

交付事務取扱者
（市町村）

発行DB

⑥公的個人認証の
電子証明書（※）を発行

カードの交付
事務を委託

③４情報を
収録

３

⑨生まれた子供の被扶養者届を提出

社会保障カード
（仮称）

ＩＣチップ

社会保障カード
（仮称）

ＩＣチップ

○カードを提示又は４情報を提出（制度統一的な番号
又はカード識別子を用いる場合にはそれらを用いる）

医療保険者

⑪厚労大臣を経由して、発行ＤＢに
医療保険の被保険者番号＋４情報
（制度統一的な番号又はカード識別子）
を送達

⑩被扶養者認定を
行い、付番。

⑫医療保険の
被保険者番
号を収録

○カードを利用する場合
にはカードを読み取る

課題：医療保険者に持っていかなかった場合どうなるか。

①出生届提出（市町村長宛）

①カード取得申請書提出（発行責任者宛）

①公的個人認証の電子証明書（※）
の発行申請提出（都道府県知事宛）

⑤公的個人認証の電子証明書
（※）発行の申請を送付

②カード取得申請書を
４情報を確認の上、
送付

④カード発行
○制度統一的な
番号又はカード
識別子を用いる
場合には発番

⑧交付完了
の登録

⑦電子証明書
を載せてカード
を交付

※オンライン認証用途を持たせたもの

：交付対象者による行動



交付対象者
（被保険者・被扶養者）

発行責任者
（厚生労働大臣）

都道府県知事

交付事務取扱者
（市町村）

発行DB

①出生届提出（市町村長宛）

⑫電子証明書
を載せてカード
を交付

②カード取得申請書を
４情報を確認の上、
送付

⑤公的個人認証の電子証明書
（※）発行の申請を送付

⑥公的個人認証の
電子証明書（※）を発行

カードの交付
事務を委託

④カード発行

③４情報を
収録

⑬交付完了
の登録

４

①生まれた子供の被扶養者届提出
（医療保険者宛）

医療保険者

⑨厚労大臣を経由して、発行ＤＢに
医療保険の被保険者番号＋４情報
（制度統一的な番号又はカード識別子）
を送達

⑧被扶養者認定を
行い、付番。

⑩医療保険の
被保険者番
号を収録

①カード取得申請書提出（発行責任者宛）

⑦被扶養者届を
医療保険者に送達

○制度統一的な番号又はカード識別
子を用いる場合にはそれを添える、
もしくは４情報を記載する。

②先にカードを発行して後から健康保険証として利用できるようにする案
＜市町村に被扶養者届等を提出する場合＞

①公的個人認証の電子証明書（※）
の発行申請提出（都道府県知事宛）

○制度統一的な
番号又はカード
識別子を用いる
場合には発番

⑪
交
付
依
頼

課題：被扶養者届を市町村で受け
付けることが可能か。

課題：どのような形で送達するか
：当該医療保険者に属していな
かった場合どうするか。

：医療保険者が制度統一的な
番号やカード識別子を有する
ことを可能とするかどうか。

※オンライン認証用途を持たせたもの

：交付対象者による行動

①（青字）：前ページとの違い



年金手帳としての機能の追加方法
（両案共通・出生時）

P５ ２０歳未満で就職して年金に加入する場合

P６ 未就職で２０歳に到達して年金に加入する場合



対象者
（被保険者・被扶養者）

発行責任者
（厚生労働大臣）

年金保険者

事業主

発行DB

①資格取得の
申請

②資格取得届（４情報
（又は制度統一的な番号、

カード識別子、それまで加入
していた医療保険の被保険

者番号）を記載）を提出

５

年金手帳としての機能の追加方法（２０歳未満で就職した場合）

社会保障カード
（仮称）

ＩＣチップ

社会保障カード
（仮称）

ＩＣチップ

③基礎年金番号を
付番

④厚労大臣を経由して、発行ＤＢに
基礎年金番号＋４情報（又は制度統一

的な番号、カード識別子、それまで加入

していた医療保険の被保険者番号）を送達
⑤送達された
情報を収録

申請方法

案１：カードを提示
案２：４情報を記載
案３：４情報＋それまで加入していた
医療保険の被保険者番号を記載

案４：制度統一的な番号又はカード
識別子を用いる場合にそれらを提出

課題：カードの読み取り環境を
整えることができるか

課題：それまで加入していた
医療保険の被保険者
番号を年金保険者を
経由させることは可能か。

③’基礎年金番号
を通知

：交付対象者による行動



対象者
（被保険者・被扶養者）

発行責任者
（厚生労働大臣）

市町村

発行DB

①住基台帳に基づき、２０歳
到達情報を年金保険者を
送達

６

年金手帳としての機能の追加方法（未就職で２０歳に到達した場合）

社会保障カード
（仮称）

ＩＣチップ

社会保障カード
（仮称）

ＩＣチップ

②基礎年金番号を
付番

③厚労大臣を経由して、
発行ＤＢに基礎年金番号
＋４情報を送達

④送達された
情報を収録

②’基礎年金番号を通知

年金保険者

：交付対象者による行動
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